
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第４４４０００報報報）））

平 成 ２４ 年 １ 月 ２０ 日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

○復興交付金事業説明会の開催について 

平成２４年１月２６日（木）午後１時３０分より，仙台第３合同庁舎７階第二会議室において，市町

担当者を対象とした東日本大震災復興交付金事業説明会（水産庁所管事業）が開催される。 

会議では水産庁の担当者より「漁業集落防災機能強化事業」「漁港施設機能強化事業」「水産業共同利

用施設復旧整備事業」について説明される予定となっている。 

 

○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

 宮城県内で採取した水産物について，下記のとおり放射性物質の測定結果をお知らせします。 

１ 測定年月日 平成２４年１月６日・７日，１２日～１７日 

２ 測定分析機関 （財）日本冷凍食品検査協会，（財）日本分析センター，いであ（株） 

３ 測定結果 放射性ヨウ素はすべて不検出であり，放射性セシウムも国が定めた暫定規制値を下回り， 

安全性に問題がないことが確認された。 

●水産物（漁獲日 平成２３年１２月１日，１２月２８日～平成２４年１月１０日） 

                                   (単位:ベクレル／ｋｇ) 

※ 放射性物質の値は漁獲日における値を示す。 

※ 食品衛生法の規定に基づく食品中の暫定規制値 

   放射性ヨウ素  2,000 ﾍﾞｸﾚﾙ／kg   放射性セシウム ５００ﾍﾞｸﾚﾙ／kg 

 

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

メカジキ 太平洋沖合 １．６６ ゴマサバ 三陸南部沖 １．８６ 

ヨシキリザメ 太平洋沖合 ０．４４ スルメイカ 三陸南部沖 不検出 

メバチマグロ 太平洋沖合 ２．０ ババガレイ（ﾅﾒ

ﾀｶﾞﾚｲ） 

宮城県沖 １１．３ 

メバチマグロ 太平洋沖合 １．０ マダラ 宮城県沖 ２８ 

ミズダコ 宮城県沖 不検出 ヒラメ 宮城県沖 １８．８ 

マダラ 宮城県沖 ４４ スルメイカ 三陸南部沖 不検出 

イシガレイ 宮城県沖 １０．６ キハダマグロ 太平洋沖合 ５．３ 

マコガレイ 宮城県沖 ２．３ メバチマグロ 太平洋沖合 ２．９ 

ヒラメ 宮城県沖 ７．４ ビンナガ（ﾋﾞﾝﾁ

ｮｳﾏｸﾞﾛ） 

太平洋沖合 １．４７ 

マイワシ 三陸南部沖 ３．０    



○宮城県による放射能の測定 

これまで東北大学の協力により行ってきた県内の 

農林水産物の放射能について，県自ら測定すること 

となった。 

測定は産業技術総合センター及び原子力センター 

検査室（旧消防学校）に整備したゲルマニウム半導 

体検出器（計３台）を用い，１月１６日（月）より 

運用を開始している。 

 

                           産業技術総合センターの 

ゲルマニウム半導体検出器 

 

○復旧・復興支援制度データベース 

 東日本大震災復興対策本部・内閣官房・内 

閣府・総務省・経済産業省による「復旧・復 

興支援制度データベース」が平成２４年１月 

１７日から公開された。 

 本データベースでは個人向け支援制度の検 

索と事業者向け支援制度の検索が可能であり， 

国の支援制度に加え，調べたい市町村名を入 

力することにより，被災地方公共団体の支援 

制度も検索可能となっている。 

 アドレスは下記のとおり。 

http://www.r-assistance.go.jp/default.aspx           トップページ 

 

 

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○ノリの入札状況 

１月１３日（月），第４回のノリ入札会が県漁協塩釜総合支所の乾ノリ集出荷場で開催された。 

・今回の結果は以下のとおり。 

数量：１４，０４８千枚（前年同期の７２％），金額：１６５，４４０千円（前年同期の１００％） 

平均落札価格：１１．７８円／枚（前年同期の１３９％） 

最高値：石巻湾支所産２０．０１円／枚 

・累計結果は以下のとおり。 

数量：３７，４３９千枚（前年同期までの２７％），金額：４６２，５６４千円（前年同期までの

３７％），累積平均単価：１２．３６円／枚（前年同期までの１３６％） 

・現在の海苔の生育状況としては，降水量が少ないため栄養塩の不足による色落ちが懸念されている。 


